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村　木　美　紀
要 旨
　「生 きる力」（自己教育力〉の 育成 を主眼と した教育観を提示 した新学習指導要領は、小 ・中
学校に お い て は 、平成 12年度よ りの 移行措置 を経て 、平成 14年度 より全面実施 され た 。 これ を
受 け、「総合的な学習の 時間」等の 実践 が試行錯誤 されて い る と共 に 、 こ の 学び を支え る柱と
し て 、「コ ン ピュ ータ や情報通信ネ ッ トワ ーク などの 情報手段」を活用する こ と、「学校図書館
を計画的に利用する こ と」が強調されて い る。
　し か し、現状の 学校図書館は 、全体 とし て 図書館資源は充実 して い るとは言い 難 く、急速 に
整備 されつ つ は ある もの の デジ タ ル 資料 へ の ア ク セ ス 環境整備、担当職員へ の 組織的研修体制
なども充分で あるとは い えない 。こ うし た状況に おい て 、公立図書館 は地域の 学校図書館 に対
し連携 ・協力 を行な うこ とが強 く求め られて い る。
　本稿で は 、学校図書館の 利用者で もあ るヤ ン グ ア ダ ル トを対象 と した公 共図書館サ ービ ス で
あるヤ ング ア ダル ト ・サ ービ ス に つ い て論 じる 。 具体の方法と して は、ニ ュ ージ ャ ージ ー州立
図書館の ガ イ ドライン を主 た る対象に 取 り上 げ、特 に ネ ッ トワ ーク化、デ ジ タ ル 化 に対応 した
サ ービ ス の 新 し い 展開に つ い て 分析 ・考察をする と共に 、日本にお け る同サ ービ ス の 方向性 を
探 る 。 ニ ュ ージ ャ ージー州を対象 と した の は 、まず、米国 は図書館 サ ービ ス全般に おい て先進
事例を有 し て い る こ と、その 中で もニ ュ ージ ャ ージ ー州はヤ ン グ ア ダ ル ト ・サ ービ ス の ガ イ ド
ラ イ ン 刊行 、 その浸透具合の フ ォ ロ ーア ッ プ調査、調査結果を反映 させ て の ガ イ ドラ イン の 改
訂 と い っ た長期に渡 っ て の 継続的な取 り組み がみ られ る唯一の 州で あ る ことに よ る 。
1，は じめに
　今 日は情報化社会で ある と い われて 久 し い 。青少年 が接する メ デ ィ ア に お い て もテ レ ビや携
帯電話 など、顕著に そ の 傾 向が反映 されて い る 。 東京大学社会情報研究所 は 「メ デ ィ ア別 にみ
た情報行動」と して 、イ ン ターネ ッ ト、テ レ ビとビデオ、通信 メ デ ィ ア、活字 メ デ ィ ァ、オー
デ ィ オ メ デ ィ ア 、パ ソ コ ン利用 、会話につ い て利用時間の調査 を行 っ て い る 1〕。 調査対象はヤ
ン グ ア ダ ル ト層 とは し て い な い もの の 、各調査 に お い て 年齢別で の 集計 もな されて い る。それ
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に よる と、各 メ デ ィ ア に お い て 全体的に 20代 の 利用 時間が長 い 。 10代 （本調査で は 13− 19歳）
で も電子メール め利用 が 多い こと、活字メ デ ィ ァ と して 、新 聞の 読書時間は低調 な傾向に ある
もの の 、本や マ ン ガ の 読書時間が 長 い こ と が 報告され て い る 。 た だ し 、 電子 メ ール は携帯電話
をも含む こ と、本は教科書 を含む と した こ と か ら、こ の 年代 の特性 が表れた こ とが推察 で きる。
　2000年 には経済協力開発機構 （OECD ；Organisation　for　Economic　C（）−operation 　and 　Develop−
ment ）が OECD 参加28か 国、非参加 4 か 国の 計32か 国、26万 5，000人の 15歳 を対象に 「生徒の
学習到達度調査」を実施 し 、 そ の 中で 「読書傾 向調査」 も行 っ て い る。 その 調査項 目は、雑
誌 ・漫画 ・小説 ・ノ ン フ ィ ク シ ョ ン ・新聞 ・電 子メ ール とイ ン ターネ ッ トをどの くら い 読む か、
で あ っ た2）。 これ ら 6種類 を 4 グ ル ープに分類 した結果、文章が短く難易度の低 い 漫画 ・雑誌 ・
新聞 を頻繁に読 む 「第 3群」が、日本 は 74．7％ と OECD 参加 国に お い て 最 も多い 回答で あっ た。
各国平均が28．3％ で ある こ と か ら、少なくとも 「第 3群」の 読書量 は高い 傾向に あ る とい え よ
う。 今後 も引 き続 き注 目し、確認 を行 い た い 。
　 しか しな が ら、こ の よ うに各種調査 が実施 されて い る こ とや その 調査項 目か らも、多様な メ
デ ィ ア の 環境や動向に対する関心の 高 さが窺え る 。
　さらに こ う した情報 メ デ ィ ア の 発達 と普及 は 、生活環境 だ けで は な く、児童 ・生 徒が 日常の
大半 を過ごす学校や、地域の 図書館 に も変化 をもた らして い る。例 えば、文部科学大臣告示の
『公立図書館の 設置及び運営上の 望 ま しい 基準』に は、以下の 文言が盛 り込 まれて い る3）。
（5）他の 図書館及 びそ の 他関係機関 との 連携 ・協力
　公立 図書館は、資料及び情報の 充実 に 努め る と ともに 、 それ ぞれ の 状況に応 じ、高
度化 ・多様化する住民の 要求に対応するため 、資料 や情報 の 相互 利用等の 協力活動の
積極的な実施に努め る もの とする 。 その 際、公立 図書館相互の 連携 （複数 の 市町村 に
よ る 共同事業 を含む 。 ）の み な らず、学校図書館、大学 図書館等の 館種 の 異なる図書館
や公民館 、 博物館等 の社会教育施設 、 官公署 、 民間の 調査研究施設等 との連携 に も努
め る もの とする。
　その ため には、多くの 克服 すべ き課題 が あるが 、 まず本稿にお い て 、日本と比較 した際先行
して情報化環境に対応 して きた米国公共図書館の ヤ ン グ ア ダル ト ・サ ービ ス に関 して 、特 にネ
ッ トワ
ーク 化、デ ジ タ ル 化の 影響と い う側面を焦点 と し て 考察を行う 。
　ヤ ン グ ア ダ ル トとは、米国図書館協会 （ALA ；American 　Library　Association）の ヤ ン グ ア ダ
ル ト図書館サ ービ ス 部会 （YALSA ；Young　Adult　Library　SerVices　Association）で は 、「年齢で
言 えば、12− 18歳 、自分で は もう子 どもだと思 っ て い ない の に社会 か らは まだ大人で ない と思
われて い ない 利用者」と定義 して い る4）。日本の 図書館界で は、「青少年」に替わる語 と して 、
概ね 1982年頃か ら使用 されて きた もの の 、ヤ ン グ ア ダ ル ト、ヤ ン グ ア ダル ト ・サ ービ ス の 共有
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 村木 ： ネ ッ トワーク時代の ヤ ン グ ア ダ ル ト・サービス
された明確な イ メ ージ は定着 して い な い 。 ちなみ に 、 日本図書館協会による2002年 の 全国悉皆
調査で ある 「公立図書館 ヤ ン グ アダル ト ・サービ ス 実態調査」 にお い て 、ヤ ン グ ア ダ ル トは、
年齢で言えば 「12− 18歳 （中学生 ・高校生）」 との 回答が最 多で あっ た 。 た だ し 、 同悉皆調査
の 自由記述欄に は ALA の 定義 と同 じく、年齢の み の 定義だ けで は表せ な い と い っ た記述が見受
けられた こ と も付け加えて おきたい 5）。
　今回 、 論考の素材と して 、取 り上げた の は 、ニ ュ ージ ャ ージー州立 図書館が 2002年に刊行 し
た 最 新 の ガ イ ド ラ イ ン Guidelines　for　Young　Adult　SerVices　in　Public　Llbraries　of　New 　Jersey
（2002）（以 下、Guidelines　2002）と、こ れ に 先行 し て 1987年 に 刊 行 されて い る ガ イ ド ラ イ ン
Guidelines　for　Young　Adult　Selvices　in　Pub苴c　Libraries　of　New 　Jersey　（1987）（以 　下 、
Guidelines1987）で ある。
　約 15年の 時間 を経て ヤ ン グ ア ダル ト ・サービ ス に対する認識、サ ービ ス 内容等が 、どの よ う
に変化して い るの か を、 2つ の ガ イ ドライン を比較す ると共に、関係調査 、 文献を含めて考察
した 。 特に 、 Guidelines　2002の 展開する ヤ ン グ ア ダ ル ト ・サ ービ ス 関係の あらゆ る局面に お い
て 、従来型サービ ス とネ ッ トワ ーク利用 サ ービ ス とが 「継 ぎ目」な く融合す るサービ ス 構想 は 、
「イ ン ターネ ッ ト接続端末」の 提供 を模索 して い る段階に あ る 日本の公立図書館 におい て も今
後の ヤ ン グ ア ダル ト ・サ ービ ス の 展開を考えて い く上で 参考 となろう。
2． ニ ュ ージャ ー ジーにお けるガイ ドライ ン と調査の取 り組 み
　本章 で は、2．1で ニ ュ ージ ャ ー ジ ー州 の 概 要を、 2．2で ニ ュ ージ ャ ージ ー州 立 図書 館 の
Guidelines2002刊行 までの歴史的経緯に つ い て 取 り上 げる。
2．1 ニ ュ ージヤ ージー州
　最初に 、ニ ュ ージ ャ ージー州につ い て素描して お きた い 。 ニ ュ ージ ャ ージー州は ニ ュ ー ヨ ー
ク州の 西南隣に位置 し、ニ ュ ーア ーク 国際空港 が あ るこ とで も有名で ある。州許可が なされ た
の は 1787年で 、2000年国勢調査の デ ータに よる と 、 面積は 8，721．3平方 マ イル 、人口 は 8 ，414，350
人、人口 密度は 1，134．4人 ／平方 マ イ ル で ある e 州都の トレ ン トン は 、面積8．15平方マ イル 、
人口 は85，403人、人口 密度 は 11，153．6人 ノ平方マ イル で ある 。 最大都市ニ ュ ーア ーク の 面積 は
25．96平方 マ イル 、人口 273，546人 、人口 密度 11，495人 ／平方 マ イル とな っ て い る6）。
　米国公共図書館界に おい て 、2001年の 住民 1人 あた りの 図書館運営に関する納税額 の 高額
ラ ン キ ン グ で 、第10位に ラ ン ク されて い る点で も注 目に値す る州 と い え よ うη 。 なお 、ニ ュ ー
ジ ャ
ージー州の 公共図書館 は本館309館 、分館149館の 計458館で あ る 8）。
2．2　 Guideiines2002刊行へ の歩み
2．2．1Guidelines2002 干［i行 に至 る前史
　 ニ ュ ージ ャ ージー州を中心にヤ ン グ ア ダ ル ト ・サ ービ ス の ガ イ ド ラ イン や調査に 関する資料
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を時系列に表に まとめ た （別表 1参 照）。 ニ ュ ージ ャ ージ ー州で は 、 州立 図書館 を中心 に こ れ
まで 約30年の 間に、公 共図書館を対象に調査 を行 い 、次の 3つ の ガ イ ドラ イン を刊行する な ど




2．2．2Guidelines1973 か ら Guidelines2002刊行までの 経緯
　前節で は、ニ ュ ージ ャ ージ ー州が こ れ まで に実施 したヤ ン グ ア ダル ト ・サービ ス 関連の 調査
につ い て の 経緯を紹介した 。 ニ ュ ージ ャ ージ ー州は調査 を実施 し報告論文を発表すると共に、
その結果 をもとに検討 を行 い 、新 しい ヤ ン グ ア ダル ト・サ ービス に 関する ガ イ ドラ イ ン を作成・
刊行 して い る 。 本節で は、その ニ ュ ージ ャ ージー州 にお け るヤ ン グ ア ダ ル ト ・サービ ス に 関す
る最初の ガ イ ドラ イ ン で ある Guidelines1973の 刊行 か ら、最新の Guidelines2002の 刊行ま で の
流れ を確認 して お く。
1973New 　Jersey　State　Library．　Guidelines　for　Young　Adult　Service　in　New 　Jersey　Public
Libraries．　 New 　Jersey， 1973，　p．11．
パ ン フ レ ッ ト仕立 て で 、ヤ ン グ ア ダ ル ト ・サ ービ ス の 必 要性 を 図書館 に 対 して 啓発する
内容が 中心 。 1971年の ニ ュ ージ ャ ージー州公共図書館の ヤ ン グ ア ダ ル ト・サービ ス の 現
状調査 に よ っ て制定を触発 され た 。
Walton　Jewel．
”
Young 　Adult　Services　in　New 　Jerseyb’，　New 　Jersey　Libraries，
No．4 ：1971，　pp．6 − 12．
1987New 　Jersey　State　Library＆ New 　Jersey　State　Department 　of　Education，　Guidelines
for　Young　Adult　Services　in　Public　Lil〕raries　of　New 　Jersey．　New 　Jersey　State　Library，
1987，p．86．
こ の 浸透度 や効果等 を1991年に フ ォ ロ ーア ッ プ 調査 して い る 。
評価 に つ い て は 次節 で 述 べ る 。
2002New 　Jersey　State　Library．　Guidelines　for　Young　Adult　Services　in　Publie　Libraries　of
New 　Jersey，　New 　Jersey， 2002，　p．40．
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村木 ： ネ ッ トワーク時代 の ヤ ン グア ダル ト ・サ ービス
最新の ガイ ドラ イ ン 。 詳細 は3章以降 で 取り上げる。
2．2．3Guidelines1987の フ ォ ロ ーア ッ プ調 査 と2000年全州調査
　本節 で は、本稿に お い て 最 も中心的対象 とし た Guidelines2002に先立 っ て ニ ュ ージ ャ ージ ー
州 をは じめ とするヤ ン グ ア ダル ト ・サ ービ ス に関する調査 を概括する 。
　ニ ュ ージ ャ ージ ー州で は Guidelines1987の 他に 、同1987年に は児童サ ービ ス に つ い て の ガ イ
ド ラ イ ン （Guidelines　for　Children　Services　in　Public　Libraries　of　New 　Jersey）も刊行 され た。
こ の 2 つ の ガ イ ドライ ン につ い て浸透度 をチ ェ ッ クするため に 1990年に フ ォ ロ ーア ッ プ調査 を
実施 し報告 を行 っ て い る。
　　 1991Library　Development　Bureau．　Analysis，　Follow−up 　Survey　of　June　1990：Guidelines　for
Children’s　and 　Young　Adult　Services　in　Public　Libraries　of　New 　Jersey．　New 　Jersey
State　Department　of　Education，　New 　Jersey， 1991，p．52，
Guidelines1987と児童 サ ービ ス に 関す る 2件 の ガ イ ド ラ イ ン の 追跡調査報告書 。 回収率 の
低 さ （21．3％） とガ イ ドライ ン に対する受容の 低調 さが 日立 つ 。 1988年の 全米 ヤ ン グ ア
ダル ト・サ ービ ス調査報告書9）へ の 言及は ない 。
　1997年には全 米50の公 共図書館を対象にヤ ング ア ダ ル ト・サ ービ ス に つ い て調査し 、 1998年
に 報告 が出て い る （以 ド、1997年調査）。
　　 1998Cart，　 Michael　 Cart．
“




調査対象館 ：全米大規模50公 共図書館 （奉仕対象住民規模に よ る）
調 査事項　 ：図書館員の ヤ ン グ ア ダ ル ト層の 定義 （意識）、ヤ ン グ ア ダ ル ト ・サービ ス
　　　　　 担 当職員、提供サービ ス
調 査実施　 ：1997．12．5 質問紙郵送 、1998．3，3回収。回収 40館、回収率 80％
　こ の 1997年調査か らは 、ヤ ン グ ア ダ ル トは年齢で言 えば12− 18歳 （45％）、 ヤ ン グ ア ダル トサー
ビ ス担 当職員が い るの は 30％、ヤ ン グ ア ダル ト担当職員が い な い 館は Youth （児童 とヤン グ ァ ダ
ル ト）サ ービ ス 担当職員を中心 にサ ービ ス が提供されて い る こ とな ど が窺え る 。 た だ し、サー
ビ ス の 種類や 内容 に つ い ては調査 は行われて い ない 。
2000年には ニ ュ ージ ャ ージ ー州の 全公 共図書館を対象にヤ ン グ ア ダ ル トに対す る レ フ ァ レ ン
ス と情報サービ ス に つ い て の 調査 が実施 され、2001年 に 報告が行われ た （以下、2000年調査 ）。
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調査対象館 ：ニ ュ ージ ャ ージー州 の 全 公共 図書館 、本館 ・分館 計454館 （The　Official
　　　　　 Directory　of　New 　Jersey　Libraries　and 　Media 　Centers　l999）
調 査 方 法 ：質問紙 郵送法
調 査 目 的 ：ヤ ン グア ダ ル ト層に対する レ フ ァ レ ン ス と情報サービス 、 方針と理念 、 ヤ
　　　　　 ン グ ア ダ ル ト・サービ ス担当者 、 ヤ ン グ ア ダ ル ト層の情報探索ア プ ロ ーチ
　　　　　 に対する 図書館員の 認識、特に 回答者の職責、奉仕対象、図書館員の 職務
　 　 　 　 　 など
調 査 時 期 ：2000年 2月
回　　珂又　　率 ：56．3％
　2000年調査で は、職員状況 と して 、50％以上の 回答館に お い て ヤ ン グ ア ダ ル ト ・サ ービ ス を
優先職務 とする 図書館員 が い な い こ と、提供し て い る サ ービ ス は プ ロ グ ラ ミ ン グ や 蔵書構築が
多い こ とが 明らか に な っ て い る 。 た だ し 、 図書館員の情報提供姿勢や 方針に つ い て の問い では 、
ヤ ン グ ア ダ ル トに必要な情報 の 探索方法 を示す こ とが重要で ある と して お り、情報 リテ ラ シ ー
教育の 必 要性 が言 及 されて い る 。
　 1997年調査 と2000年調査か ら、以下の 点 が指摘で きる。
1） 経年の うちに、ヤ ン グ ア ダ ル ト・サ ービ ス の 定義や概念は既に共有された イ メ ージが あ り、
　　ヤ ン グ ア ダ ル ト ・サ ービ ス とは どう い っ た サ ービ ス か と い う議論は既 に決着がつ い て い る
　 　 こ と
2） 2調査 ともに 「担当職員」の 配置状況に つ い て の 問 い が あり、サ ービ ス 提供 の 要素と して
　　 「人 （担当職員）」の 配置の 必要性 が強調 されて い る こ と
3）ヤ ン グ ア ダ ル ト・サ ービ ス の 具体的なサ ービ ス の 種類だけで は なく、担当職員の 意識 とサ ー
　　 ビ ス の 提供 に つ い て 分析 するこ とに よ り、担当職員の 責務 を明 らかに し、現状 と意識の 乖
　　離の 状況 を把握 しよ うと して い る こ と
4 ）ヤ ン グ ア ダル トに は調査方法、利用可能な情報資源 、情報の 評価の 能力などの 獲得が求め
　　 られて お り、情報 リ テ ラ シ ー教育が必 要で あ る こ と
　 この よ うに 、 ニ ュ ージ ャ ージー州で は継続的に 、 ガ イ ドラ イ ン の浸透度や、サ ービ ス の現 状 、
担 当職員の 意識調査などを行い 、その 変化 を分析 しなが らヤ ン グ ア ダル ト ・サービ ス を捉え よ
う と模索するだけで はな く、現在に お け る具体的なサ ービ ス 指針を提言すべ く Guidelines2002
が作成 された と い えよう。
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村木 ：ネ ッ トワ ーク時代 の ヤ ン グ ア ダ ル ト・サービス
3． 2つ の ガイ ドラインの特徴と比較
　以上 み て きた ように 、Guidelines2002の 登場 に先行 する多 くの 調 査 が あ っ た 。 本章で は、
Guidelines2002の 特徴を Guidelines1987と比較 し な が ら、明 ら か に し て い く。
3．1 ガイ ドラ インの 構成 と特徴
3．1．1　ガイ ドラ イ ン の 構成 ．
　ガ イ ドラ イ ン の 目次 （Table　of　Contents）をもと に Guidelines　2002の 構成 と Guidelines　1987
の 構成 を比較 ・考察する （別表 2参照）。 こ こか ら指摘で き る こ とは以下 の 2点で ある。
　（1）Guidelines1987は項 目に階層を設 けて あるの に対 し、Guidelines2002で はそれぞれの 項 目
　　　を大項目として 挙げて い る
　（2 ）項 目とし て の サ ービ ス 区切 りに変化がみ られる 。 これ につ い て 、詳 しくは 「32　サービ
　　　ス 内実の 変化」で 述べ る 。
　こ の よ うにガ イ ドライ ン の構成や項 目に変化がみ られ る とい うこ とは、サ ービ ス の 内実が淘
汰 され る部分 と細分化 され る部分が出て きたとい う こ とで あり、サ ービ ス 区切 りが整理 され つ
つ あ る と い う こ とだ と考え る 。
　さらに 、Guidelines2002の 巻末には、以下の 4種類の 「宣言」や用語解説等が付録 とし て
掲載 されて い る、参考 に引用で構成 を示 す （日本語部分は拙訳）。
Appendb（A　Library　BilI　of　Rights
　　　　　　／ 『図書館の 権利宣言』AIA 、1968年
AppendiX 　B　 Freedom 　to　Read　Statement
　　　　　　／ 『読書の 自由』ALA 、　 Association　of 　American 　Publishers、1953年
AppendiX 　C ．Young　Adults　Deserve　the　Best ：Competencies　for　Ubradans 　Serving　Youth
　　　　　　／ 『ヤン グ ア ダ ル トに 最良の サ ービ ス を：担 当図書館員の 専門能力』YALSA 、 1981
　　　　　　年
Appendh（ D　 Library　Services　for　Young 　Adults　with 　Disabilities：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 Responding　to　the　Amehcans 　with 　Disabilities　Act




　　　　 Joumaユs ／ヤ ン グ ア ダ ル ト ・サービ ス 関係雑誌 リス ト
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3．1．2　ガイ ドラ イ ンの 特徴
　次に 、GuideUnes2002と Guidelines1987の 形式比較の もとに 、それぞれ の 特徴をみ て い きた い 。
　Guidelines1987は 「マ ニ ュ ア ル 型」報告書で 、 図書館員 （特に、ヤ ン グ ア ダル ト ・サービ ス
担当者）を対象 と した構成 に なっ て い る。なお、印刷は IBM 電動 タ イプ ラ イ タ の カ メ ラ レ デ ィ
形式で ある 。
　Guidelines2002は 「ア ピール 型」パ ン フ レ ッ トで 、 図書館員だけで は な く、利 用 ・者や他機 関
の 職員等を意識 し て い る。左 ペ ージ に 各種サービ ス や取組み の 解説が 、右ペ
ージに はチ ェ ッ ク
リ ス トが あり、常に 見開 きペ ージで 1組 とな っ て い る （Plan− do − check シ ート方式を導入 ）e
な お、印刷は ハ ーフ トーン ・ビ ジュ ア ル 写植印刷で 、ヤ ン グ ア ダル トの 写真が挿入 されて お り、
ポ ッ プなイメ ージがある。
3．2 サービス 内実の変化
　Guidelines1987と Guidelines2002を比較 した とき、サ ービ ス 内実の 変化 と し て 、他機 関 と の
連携 ・協力の 広が りと電子環境の 発展 へ の 対応の 2 点が挙 げられ る 。
　 こ こ で はまず、他機 関 との 連携 ・協力の広が りに つ い て述べ る 。 関係する項目を目次か ら以
下 に 抜粋 し た （日本語部分は拙訳 ）。
　Guideliles1987： 0utreach　and 　Interagen（iy 　Cooperation／ア ウ トリーチと諸機関 と の 協力
　　　 　　　　　 Public　Relations／地 域 と の 関係
　 Guidelines2002： 0utreach／ア ウ トリーチ
　　　　　　　　 School−Library　Cooperation／学校図書館協力
　　　　　　　　 Partnerships／協力関係
　Guidelines1987の 理念 は、公共図書館 と学校図書館 は別個 に運営 されて い るが 、（1） コ ミュ
ニ テ ィ に お い て は補完的な関係にあ る こ と、（2）公共図書館 と学校図書館間の 連携は 「人」
の 交流を必 要と して い る こ と、と い う 2点が重点的に強調 されて い た。一方、Guidelines2002
で は、それ らに加 えて 、公共図書館の 連携 ・協力相手が学校図書館や 教会や病院な どを含む地
域の コ ミュ ニ テ ィ ーだけで はな く、 教師や親 ・保護者など、ヤ ン グ ア ダ ル トに 関わ る人々 をも
対象 に し て い ると い う広 が りが見 られ る点が特徴的で あ る 。 ここ には 、地域の公 共図書館活動
がよ り広 く地域 コ ミュ ニ テ ィーとの関係 を深め て きた状況の 反映が推察され る。
　なお 、図書館 は これ まで 、図書や雑誌 な ど を中心 とす る紙媒体の 資料を提供 して きたが、メ
ディ ア の 多様化や イン ターネ ッ トなど に よる情報の氾濫か ら 、 従来の紙媒体を中心 とする資料
だ けで は な く、多様な種別の 資料や ネ ッ トワ ーク情報資源 なども積極的 に提供 する役割 を担 う
こ と と して い る。こ の 点 に つ い て は 前 出 の Guidelines2002の 構 成 中の 特 に 「Philosophy　of
Serviceの IV．Resources／サ ービス の理念 の 項 目の IV．資料」（日本語部分 は拙訳 ）な どに も表
れて い る。
　電子環境の 発展の 対応 に関するガイ ドラ イ ン の 変化につ い て は 、次章 に お い て 詳述す る。
一 26 一
工工一leotronio 　 ibra y 　
Shukugawa Gakuin College
NII-Electronic Library Service
hukugawa 　 akuin 　 ollege
村木 ：ネ ッ トワーク時 代 の ヤ ン グ ア ダ ル ト ・サ ービス
4 ．ヤ ン グア ダル ト ・サ ー ビス 展開の 特徴
　 Guidelines2002と Guidelinesl987の 分析 か ら明 らか に な っ たよ うに、ヤ ング ア ダ ル ト ・サ ー
ビ ス 展開の 特徴は 、（1）連携恊 力な ど 「人」との つ なが りと （2 ）電子環境の 発展へ の 対応、
そ して こ の 2 つ の 点 をどの よ うに統合 させ 、豊かに展開 して い くか の 戦略立案 で ある 。 そ こで 、
Guidelines2002を軸に、順次考察を進め る。
4．1 利用者 コ ミュ ニ ケーシ ョ ン の発展
　利用者の コ ミュ ニ ケ ーシ ョ ン ・ツ ール に はどの ような もの が あ るだ ろうか 。Guidelines2002
で も、図書館 だ けで な く、ヤ ン グ ア ダ ル トの 目に付 くと こ ろやよく利用する場所 （例えば、シ
ョ ッ ピ ン グ セ ン タ ーや映画館、もちろん学校な ど）に も図書館の お知 らせ や案 内な どを掲示 し
た り、チ ラ シを配布する な どの 取組み に つ い て 言及 されて い るが それ だけで は な い 。社会 の 電
子化に伴 い 、Web 、電子 メ ルー 、　List　Serve （メ ーリ ン グ リス ト）、 BBS （Bulletin　Board 　System；
電子掲示板 ）の 活用 などに つ い て も積極的に推進しよ うと して い る。例 えば、Guidelines2002
に は BBS の使い 方と して ユ ニ ーク な提案が されて い るの で紹介 して お きた い 。まず、図書館 の
公 式 web サ イ ト上に ヤ ン グ ア ダル ト向けの コ ン テ ン ツ やサ イ トを用意 し 、 そ の 中に ヤ ン グ ア ダ
ル トが読 ん で 面白か っ たお勧め の 資料や ニ ュ ース な どを BBS に ア ッ プ し、誰 もがア ク セ ス する
こ とがで きるような環境を整備する 。 い わゆる 「呼び水」作戦 の 提案で あ る 。 一定程度 そ の 情
報量が集 まり、ヤ ン グ ア ダル トか ら の 自発的な要望 が あれば 、 ヤ ン グ ア ダル ト主体の もと に 、
図書館 はカ ン フ ァ レ ン ス の場を web 上 に提供す るなどサ ポー トを行 う とい う もの で あ る。「呼
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 い き ち
び水」作戦の 結果、一定の 「閾値」を超 える と図書館はサ ポー ト側 に回 る e こ の よ うに、（1）
図書館 はサ ポー トに回る とい う点、（2 ） コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン の 場を web 上に ま で 広 げた点 な
ど、ネ ッ トワ ーク情報環境 をお さえつ つ 、 最 も敏感 な コ ミ ュ ニ ケ ータ ーで あるヤ ン グ ア ダル ト
の 特質を把握 した上 で 、適切な対応 を提示 し て い る 。 新 しい もの 好 きで か つ 、情報機器の 操作
能 力が 他の 年代一特に年輩の 利用者一と比較 した と き、リードして い る傾向に あるヤ ング ア ダ
ル トで あれば 、 パ ソ コ ン の 他 に も携帯電話や ゲーム機 などを通じで 1青報に ア ク セ ス し、 コ ミュ
ニ ケーシ ョ ン を図る こ とも容易に考え られ る 。
　こ れ らを受け て 、次項で は 電子環境下 に お け るヤ ン グ ア ダ ル ト ・サービス に つ い て 考察を進
めた い 。
4．2 電子環境下の ヤ ングア ダル ト ・サ ービ ス の把握
4．2．1 電子 情報資源の提供
　現在、公共図書館 は、従来の紙媒体資料だけで はな く、多様 な種別の 資料 をも提供する責任
と役割が ある 。 紙メ デ ィ ア をは じめ 、媒体型資料の 流通 と手渡しに 大き な比重が おか れて い た
こ れ ま で の 図書館か ら、こ れ か らは 、 紙媒体資料の 蔵書構築 を継続 しつ つ 、あ らゆ る タ イプ の
資料に対応で きるハ イ ブ リ ッ ド図書館で ある こ とが求め られ て い る。「図書や雑誌 に代表され る
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紙媒体資料」対 「イ ン タ ーネ ッ ト情報資源」で はなく、図書や雑誌 に代表 され る紙媒体資料、
AV 資料、　CD −ROM 、　e−Book などに総括 され る媒体型資料 とネ ッ トワ ーク惜報資源 の 継ぎ目の
ない 提供 が必要 とされる。
4．2．2 イ ン フ ォ メ ーシ ョ ン ・サ ービス の 展 開
　こ こで は 、 電子環境下に おけるイン フ ォ メ ーシ ョ ン 関連の サ ービ ス に つ い て 概括する 。 主に、
質問回答サ ービ ス を中心 と した レ フ ァ レ ン ス ・サ ービ ス 、レ フ ェ ラ ル ・サ
ービ ス 、e一レ フ ァ レ
ン ス の 動向をみ て い く。 これ まで の レ フ ァ レ ン ス ・サ
ービ ス で は 、質 問の や りと りの 手段は 、
来館して直接職員に尋ね るか電話や フ ァ ッ ク ス 、 郵便利用が主で あ っ た 。 し か し、今 日では電
子 メ ール もご く当た り前の手段のひ とつ とな りつ つ ある。
　また 、図書館の web ペ ージ は お知 らせ や OPAC （Online　Public　Access　Catalog；コ ン ピ ュ ー
タ 目録）を一方 的に提供 し て い るだ けで あっ たが 、 そ のサ イ ト内に BBS を設けた り、webOPAC
で 検索し た 資料の 問い 合わせ や予約 がで きるなど、利用者の 要求や意見の反映が即時にな され
る こ と もめ ずら しくな くなっ て きた。た だ し、これはあ くまで も図書館員 （図書館 ）対利用者
の 視点で ある。
　 そ の 一方で は、今や 図書館 員 （図書館）の ため の情報交換の 場や デ ジ タ ル レ フ ァ レ ン ス ・
サ ービス などが提供 されて きて い る 。 例えば、米国議会図書館 （Library　of　Congress ；LC）と
OCLC （Online　Computer　Library　Center）が 「QuestionPoint」とい うデジ タル レ フ ァ レ ン ス ・
サ ービ ス を開始 し た こ とが既 に報告されて い る ゆ 。
　電子環境や その ル ール の整備 ・確立 が早急 に求め られ るもの の 、こ うしたサ ービ ス や データ
ベ ース などに 、専門家で あ る図書館員だ けで はな く、利用者 が直接 アク セ ス で きるようになれ
ば、図書館員対利用者 だけ で はな く、図書館 シ ス テ ム ・デ ータ ベ
ー
ス対利用者、利用者対利用
者、一方向だけで はな くイン タ ラ ク テ ィ ブに と情報の 提供や交換
・選択の 場を広 げる こ とも可
能で ある。ヤ ング ア ダル トの好奇心 と情報機器活用能力 が活か されれば 、 これ まで図書館で は
利用 マ ナ ー等にお い て 厄介物扱い されが ち で あ っ たヤ ン グ ア ダル トの情報行動様 式や利 用状況
などをモ デル に 、他の 利用者へ の新 しい サービ ス の 展開を考 える こ ともで きよ う。 た だ し 、 情
報機器の操作や 情報へ の ア ク セ ス だ けで は な く、収集 した資料
・情報か ら要る もの と要 らない
もの を区別 ・評価し 、そ の 必要なもの を活用する能カ
ー情報 リテ ラ シ ー能カーを身に つ けて い
る こ とが前提とな る 。 こ の利 用者 へ の情報 リテ ラ シ ー教育へ の 寄与に つ い て も、図書館が強 く
求め られ る役割の ひ とつ で あ る 。
　 Guidelines2002は、情報提供の 手段や コ ン ピ ュ ータ や コ ン テ ン ツ の 提供は もちろんの こ と、
情報リテ ラシ ー教育の 必要性や、それをど う活か して ヤ ング ア ダル ト
・サービ ス に 反映 させ て
い くか 、どの ようにヤ ン グ ア ダル トの 自主性を高め図書館利用に結び付けて い くか を提案 した
点で も新 しい 指針で ある と い え よう。過去の ガ イ ドラ イ ン と同様 に、こ の 指針 に対 して も数年
後に フ ォ ロ ーア ッ プ調査が行 われ るで あ ろ う こ とに注目した い 。
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村 木 ； ネ ッ トワ クー 時代 の ヤ ン グ ア ダ ル ト ・サ ビー ス
5． おわ りに
　 ニ ュ ー ジ ャ ー ジ ー州 立 図書館 に よ る Guidelines2002に つ い て 、 そ の 成 立 経 緯 、前 版
Guidelines1987との 比較 ・検討を行い 、 電子環境下 にお ける今 日的ヤ ン グ ア ダ ル ト ・サ ービ ス
の 展開理 念、具体提言等 を整理 し た。直接 に は、Guidelines2002にお ける ネ ッ ト ワ ーク環境下
に ある今日の 公共図書館にお けるヤ ン グ ア ダ ル ト ・サ ービ ス展開の あ る べ き姿 を検証 した。特
に強調 して お きた い の は 、Guidelines2002の提示 内容が 、「イ ン タ ーネ ッ ト接続端末」の 提供な
どの 「裸の情報サ ービ ス 」の 初期段階一日本の 公立 図書館 に と っ て は手探 りの 経過段階一をす
で に終了 し て い る点で あ る 。 ネ ッ トワ ーク の 諸々 の ア プ リケーシ ョ ン ・ソ フ トウ ェ ァ を用い 、
それ を活用 した各種 「仕組み」が基盤で あるデータベ ース と して構築 された コ ン テ ン ツ の 運用
の 時代 に Guidelines2002の 視点は ある 。
　本稿で取 り上げた Guidelines2002は、直接 にはヤ ン グ ア ダル ト ・サ ービ ス を対象 と して い る。
しか し、Guidelines2002を通 して見 えて くる もの は、ネ ッ トワ ーク 時代の 図書館 サ ービ ス の 「在
り方」の 積極的な提言 で ある。それ は、図書館の 日常生活に お い て電話やフ ァ ッ ク ス が特殊な
機器類で は ない の と同様に 、 ネ ッ トワ ーク を日常 の ツ ール とし て使用する図書館サ ービ ス へ の
追求の姿 で あ り、利用者の 資料 ・情報要求行動の 大きな変化に積極的に 対応 し て い こ うとする
図書館、図書館員の 努力で もある 。 そ こ か ら、利用者 中心志向 へ と大 きく舵取 りをした 図書館
サ ービ ス の新 し い 動向が垣 間見て 取れよ う。
　
一方、ヤン グ ア ダル ト層 は新 しい メ デ ィ ア 環境に対して感受性 が高 く、好奇心 と受容力も大
き い 。 例 えば、現在試行 されて い る 「ネ ッ トワ ーク ・レ フ ァ レ ン ス 」な どに おい て も、こ の ヤ
ン グ ア ダル ト層を対象に試行実施 して い くこ とで 、ヤ ン グア ダ ル ト層 を対象 として新 しい サ ー
ビ ス の 展 開を進め ると い う側面 と共に 、そ の 実践にお い て蓄積された経験 を豊富 な糧と し て改
良 して い くべ きサ ービ ス の 姿が見 えて くる 。 また 、こ うした知見 を成人サ ービス や児童 サービ
ス へ 「展開」 し て い くの も今後の 日本 にお け る地域の情報拠点と して の 公立図書館サービ ス の
在 り方 を追求して い く点にお い て も大きな影響 をもた らすで あろうと考える 。
　なお 、 最後にな りま し・た が、本稿の きっ か けとし て Guidelines2002をは じめ、関係資料 の提
供 に 丁寧 に ご対応 い た だ い た ニ ュ ージ ャ ージー州立 図書 館、と りわ け レ フ ァ レ ン ス 担 当の
Cindy　Warric さん に 深い 感謝の 意 を表 します。
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世界32か 国の うち国際基準の 参加率を下回 っ たオラ ン ダの 回答は除外された た め集計・分
析 は31か国で行われて い る。日本で の 調査対象は高等学校本科全 日制学科の 1 年生で 、133
校の 約 5、300人が参加 した 。
国立教育政策研究所編 『生 き る た め の 知識 と技能』（OECD 生 徒の 学習到達度調査 （PISA）
調査国際結果報告書 2000）ぎょ うせ い 、2002， p．9， 263．
文部科学省 「OECD 生徒の 学習到達度調査 （PISA）《2000年調査 国際結果の 要約》」
［Cited：2eO4．11．17】：URL ：＜ http：／／www ．mext ．go．jp／b＿menu ／toukei／001／index28，htm ＞
現代教育新聞 「自治体 ・行政」
［Cited：2003．10．28］：URL ：〈 http：〃 headlines．yahoo ．co ．jp／hl？a−20030gl住ooooo210−kyodo−
soci ＞






『公立 図書館 に お けるヤ ン グ ア ダ ル ト ・サ ービ ス 実態調査報告』 日本図書館協会 ，2003，
PP．6−7．





［Cited：2004．10．3］：URL ：＜ http：〃 www ．wnjpin ．state ．nj．us ／OneStopCareerCenter／
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 LaborMarketl  ormation ／lmi25／index、html＞
過去10年間で は、1999年か ら1997年 まで 8位 、 1996年 7位 、 1995年か ら1992年 まで 4位、
1991年 5位 、1990年位 と、経年でみ て も比較的上位 に ラ ン キ ン グ して い る 。
＊ デ ータ は NCES （National　Center　for　Educabion　Statistics）　Public　libraries　in　the　United





なお、NCES は 1994年に も児童サ ービ ス と ヤ ン グ ア ダ ル ト・サ ービ ス の 全米調査 を実施 し
て い る 。
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Center　f（）r　Education　Statistics．　 Services　and 　Resources　fbr　Children　and 　Young 　Adult　in
　　 Public　Libraries．　Washington ，　DC ，　National　Center　for　Education　Statistics，1995，　p．124．
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　　 『カ レ ン トア ウ ェ ア ネス 」No ．274 （2002．12）
　　 斎藤泰則 「デジ タル レ フ ァ レ ン ス サ ービ ス の特性と展開」
．
「カ レ ン トア ウ ェ ア ネス 』No．275
　　 （2003．3）
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